
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

待ったなしの教員不足・休職産育休の後補充なしの問題等について 

3 月 20 日（月）、市教委・指導室に要請します 
全都的に産育休、休職者の代替職員が見つからず、職場の負担が増加するケースが多発しています。ある

中学校で、専科教員の代替教員が見つからないため、他校の学級担任をもつ教員に兼務して担当させていま

す。ある小学校では、産休代替教員が見つからないため、管理職や専科や時間講師、特別支援教室の教員が

穴埋めをしている。また、特別支援教室の教員が穴埋めのため巡回先の指導に行けない事態が発生するなど

本来の業務に支障が出ています。一方、八王子市議会では、３月３日、教員不足について問われた教育

長は次のように答弁したと聞いています。 

 

 

 

 

 
一義的な責任は都にあります。しかし、年度当初からの欠員はなかったかもしれないが、年度途中に欠員

が出ています。代替を「市でも募集し名簿登載を行う中で、各学校に対して情報提供をする」といっても、

退職・病気休職・産休・育休の代替が見つからず、欠員は続き、様々な問題が生じています。管理職が職場

の中だけで解決しようとしていて、市教委に深刻さを伝えていないのか。そもそも事態を軽く考えているの

か。結果として、現場教員の負担が大きくなっていることを危惧しているのです。 

年度の切り替えに当たり、次のことを要求します。 

１．教育長答弁にある「年度途中においても、退職や産休・育休を取得する教員の代替を、市でも

募集し名簿登載を行う中で、各学校に対して情報提供をする」活動をさらに強化すること。 

２．退職・病気休職・産休・育休の代替教員が見つからない場合も、放置せず、時間講師を配置す

るなど、きめ細かい対応をすること。 

３．東京都に対して、欠員補充ができる体制を作るよう要望すること。 

４．各校の管理職に対し、退職や産休・育休・病気休職者の後補充ができない事態と、そのために起

きている教育活動上の問題、教員の過剰労働の問題などを軽視せず、速やかに、事細かに市に報告

するとともに、管理職自身が補教や給食指導、学級指導に入ることを含めた必要な手立てを講じる

よう指導すること。 

５．市の責任で雇用できる「小中一貫担当教員」などを、年度途中であっても、必要な職場に配置す

ること。 

６．市で配置できる副校長補佐・学校サポーター・スクールサポートスタッフ、特別支援教室の指導

補助員などの人員を、さらに大幅に拡充すること。 

以上、現場の教職員が安心して教育活動に専念できるよう要望します。 
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本市では、年度当初において、教員の欠員が生じているという状況ではありません。また、

年度途中においても、退職や産休・育休を取得する教員の代替を、市でも募集し名簿登載を行

う中で、各学校に対して情報提供をするなど、できるだけ速やかに配置する対応を取っていま

す。なお、教員の採用につきましては…（中略）あくまでも東京都の権限と責任において適切

に行われるべきものと認識しております。 
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運動会、行事などで 

民舞しませんか？  
・4月 2日（日） 

・9：00～12：00 

・第 3小学校 多目的室 

・内容 エイサー 花笠 他 

希望がありましたら支部へ

ご連絡ください 

教職員と家族のための 

都教組・都障教組 

自動車保険   
毎日たくさんの仕事をかかえ、時

間に追われる教職員にとって、万一

の事故が起こったとき、心配は尽き

ません。都教組・都障教組自動車保険

は、教職員の気持ちをだれよりも理解

し、その立場を踏まえて事故解決に全

力を尽くします。東京都の教職員なら

だれでも加入でき、退職後も同じ割引

で継続できます。 

 

 

 
 
 

 

 

 
                       
                                                  
 
 
          

 

 

 

 

学校給食めぐり新たな「多摩格差」  

23区は完全無償化の波、多摩26市ではゼロ！ 同じ東京都なのに… 

 

『小中学校の給食無償化を求める請願署名』に取り組みましょう 
 

 

 

2023 年度 都教組八王子支部役員選挙 

 

結  果  公  示 

2023 年 3 月 15 日 

都教組八王子支部 

選挙管理委員長 

加治 雅子 

 

過半数を超える信任により、以下の通り候補者が信任されました。 

 

執行委員長    佐々木清明（南大沢中学校） 

執行副委員長   山木 清孝（みなみ野中学校） 

書 記 長    山内 幹子（高尾山学園） 

書 記 次 長  源田洋二郎 （上柚木中学校） 

財 政 部 長  清水 幸子（松木中学校） 

執 行 委 員  秋元 優和（南大沢中学校） 

         井上 美子（宇津木台小学校） 

         今井 透（元八王子東小学校） 

         三浦真岐子（長沼小学校） 

           山中 康生（鑓水小学校） 

           吉井裕美（七国小学校） 

本 部 委 員  佐々木清明（南大沢中学校） 

監 査 委 員  竹内 克子（上壱分方小学校）     

           山本 千秋 （高尾山学園） 

                   ※所属は立候補時点の勤務校になります。 

 

以  上 

日本国憲法 第 26 条第 2 項に「すべて国民は、法律の定め

るところにより、その保護する子女に普通教育を受けさせる義

務を負ふ。義務教育は、これを無償とする。」と明記されてい

ますが、授業料以外のドリル、体操着、通学かばん、給食費等

は私費負担となっています。文部科学省の学校給食費調査(平

成 30 年 5 月 1 日現在)によると、保護者が負担する学校給食費

の月額は、小学校で約 4,300 円、中学校で約 4,900 円と決して

安くない金額となっています。今後、原材料費の高騰やガス電

気料金等の物価上昇から給食値上げ、内容の低下も考えられて

います。 

 

 
東京２３区で学校給食費完全無償化が広がる一方で、多摩地域２６市では、狛江市が第 3 子の学校給食費

を無償化すると発表したのみで、完全無償化を打ち出す自治体はゼロ、新年度予算案に盛りこんだ自治体も

ゼロでした。財政力で劣る多摩地域の自治体にとって、学校給食費でも新たな「多摩格差」となっていま

す。 

 

 

～東京新聞朝刊より～ 

桜損害保険事務所 

TEL 042-467-4152 
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